












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































時 鶚内部 内部 外部／￣､ 下請派遣～－－ノ
同
様
に
定
式
化
し
、
大
企
業
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
言
え
ば
、
新規学卒者が、経験を積みながら下位の管理職に昇進し、
以
後
、
業
績
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
て
、
部
門
の
長
と
な
り
、
エ
リ
－
１トは、ほとんどが従業者出身者からなる取締役の一員とな
識川る・人の組織の管理者が従業員出身者であるため、企業が
（注旧）
趾「従業員企業」としての性格をもつ。
噺大規模企業が支配的な経済では、それらに継続一雇用され
Ｉ
 
群企業内慣行のもとにある労働者層とその外にある労働者層
雌がある。これは内部労働市場と外部労働市場といわれる区
綱別である。日本の大企業では新規学卒と中途採用者として
穀外部から内部に入る。これとは別にピオーレ等によって指
（注旧）
雌摘されてきたところを参照すると知識・熟練の高い労働者
次鵬とそうでない層を区別できる。第一次労働、第二次労働と
蹴鰔よぶこととしよう・これは内部労働市場でも外部労働市場
でも区別できる。労働市場が以上のような一一軸により構成
さ
れ
る
こ
と
は
、
各
国
共
通
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
状
況
は
個
別
に
異
る
。
第
３
図
は
日
米
の
差
異
を
モ
デ
ル
的
に
示
し
た
試
み
で
ある。大規模企業を中心に外部市場との関りまで含めて描
165 
か
れ
て
い
る
。
な
お
図
の
派
遣
、
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
い
た
も
の
が
、
伝
統
的
一雇用慣行の一雇用面である。
（１）法政大学ポアソナード記念現代法研究所の研究報告書（一九九一一年度）に所収予定。
（２）労働省編『ＯＥＣＤ対日労働報告書」（日本労働協会、一九七一一年）。
（３）年功的労使関係論の論点の整理は、以下のような文献でなされている。ＯＥＣＤ報告における把握は、諸論点に照らし
てバランスあるものと考える。津田真徴『年功的労使関係論」（ミネルヴァ書房、一九」ハ八年）、隅谷一一一喜男『労働経済の
理論」（東京大学拙版会、一九七六年）、舟橋尚道『日本的雇用と賃金」（法政大学出版局、一九八三年）、本田重雄「年功
的労使関係論研究の系譜』（血、続三広島修道大学総合研究所、一九八一一年）
（４）伊丹敬之「人本主義企業」（筑摩書房、一九八七年）は、制度を原理と環境の積とみなし、原理として、カネの提供者
たる株主主権の「資本主義企業」に対し従業員王権の「人水上義企業」をおく。人中心の経営の理論化といえる。
（５）バーンズ（自国ロ曰のの）やウッドワード（』三・・Ｑ三四ａ）というイギリスの研究者に由来する組織の類型である。
（６）奥林康司「福利厚生と企業年金」島袋嘉昌編『労務管理」（中央経済社、一九八四年）など。
（７）倉田良樹「日本的経営論の展開」、高田一夫「日本的経営批判論」いずれも、津田真徴他「現代の日本的経営－国際化
時代の課題』（現代経営学第一○巻）（有斐閣、’九八二年）所収。岩田龍子「「日本的経営」論争ｌその成果と新展開の力
向を探る』（日本経済新聞社、’九八四年）。丸山恵也『日本的経営ｌその構造とピヘィビァ貢日本評論社、一九八九年）
（９）例えば、牧野富夫「崩壊する終身一雇用と労務管理の新展開」「労働運動」一一六四号（一九八七年二月号）、「なぜいま
「日本的労使関係」か」『労働運動』二六九号（一九八八年四月号）
（８）浜口恵俊、公・
社、一九八二年）。
第一章。
注
公文俊平編「日本的集団主義』（右斐閣、一九八一一年）、浜口恵俊『間人主義の社会日本」（東洋経済新報
166 
日本の雇用`慣行の原型と修正（上）
（旧）伊丹削
ら
れ
る
。
回
年一月号）
（咄）奥田
九月号）
（Ⅳ）古く
ページ。
（ｕ）注４の伊丹の著書は、人本主義は日本で生まれたが、国際化や「新産業革命」に対応できる原理とみなし、普遍性を認
める。津田真徴「日本的経営の論理」（中央経済社、一九七七年）および、それ以降の蒋作で、この著者は日本的経営の特
質
を
共
同
生
活
体
に
見
出
し
、
そ
こ
か
ら
現
代
経
営
の
普
遍
理
論
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
（旧）石田英夫「日本企業の国際人事管理』（日本労働協会、一九八ｈ年）、安保哲夫編著『日本企業のアメリカ現地生産ｌ自
動車・電機函日本的経営の「適用と適応崖（東洋経済新報社、一九八八年）、安保哲夫、公文溥他著『アメリカに生きる日
本的生産システムー現地工場の「適用」と「適応」」（東洋経済新報社、一九九一年）、人事・労務管理研究会「アジア進出
企業専門部会」報告書（一九九○年九月）、舟橋尚道「日本的労使関係の個性」岡本秀昭編『国際化と労使関係」（総合労
働研究所、一九八八年）などはいずれも、慣行の一部が移転可能、一部は困難とみなしていると一言えよう。
（咄）奥田健一一「中間概念としての「安定雇用」ｌ日本特殊論を超えるために」『日本労働協会雑誌」三四九号（一九八八年
（Ⅱ）Ｊアベグレン署、占部都美驍訳「日本の経営」（ダイヤモンド、一九五八年）。
（Ｅ）岩田龍子「日本的経営の編成原理』（文真堂、’九七七年）。
（Ｂ）小池和男「日本の熟練Ｉ‐ｌすぐれた人材育成システム」（有斐閣、一九八一年）、『仕事の経済学」（東洋経済新報社、
（、）宛。ご巳ＱＣｏ［の》、
ぐの『巴【『。｛ｎ口］罵○ユー
年）、四○七ページ。
九九一年）など。
伊
丹
敬
之
は
、
人
本
主
義
企
業
を
従
業
員
支
配
企
業
と
み
な
し
た
。
従
業
員
支
配
企
業
に
お
け
る
普
遍
性
の
主
張
は
桑
原
靖
夫
の
見
解
に
み
処る。例えば「日本的経営論再考ｌ‐ｌ「協調的」労使関係の基底にあるもの」「日本労働協会雑誌」三四一一号（一九八八
古くは、大河内一男他編「労働組合の構造と機能ｌ職場組織の実態分析」（東京人学出版会、一九五九年）三五～一一一」ハ
両○口四一ＱＣｏ［ｐ団、蔓昌、ロ貝。こ’、自己ロョ①の⑦、ｐｏｓ＆・弓否①。ミロミの。、之昌ご苫貝□ご臼巴ミミ角曽旦冒コミヘ記の（昌己苫の（ご己‐
）』二・｛Ｃ二｛・『旨勺『のｍの》］①国）・己・弓○・山之内靖、永易浩一訳『イギリスの工場・日本の工場」（筑摩書房、一九八七
167 
(=）PeterBDoeringerandMichaelJ・Piore，Ｉ"teγ"αJLoboγ〃αγ紘sα"‘Ｍｚ"’０２(ﾉeγＡ"αJZ/sｊｓ（HeathLexington
Books,1971）Ｃｈ８． 
四℃［
